
特別児童扶養手当を
ご存じですか
　心身に障がいのある20歳未満の児
童を監護している父母または養育者
に、特別児童扶養手当を支給していま
す。なお、所得制限などの要件がありま
す。詳しくは、お問い合わせください。
問　障害福祉課（☎537-5786）

特定健診・健康診査は
お済みですか
　国保に加入している40歳～74歳の
人に特定健診受診券を、後期高齢者医
療制度に加入している人には健康診査
受診券を送付しています。　※年齢は
令和2年3月31日現在
　令和元年度の受診期限は3月31日㈫
です。受診券を紛失した人は、再発行し
ますので連絡してください。健診には
受診券と被保険者証を必ず持参してく
ださい。
問　国保年金課（特定健診）〈☎537-
7175〉、後期高齢者医療広域連合（健
康診査）〈☎534-1771〉

無料人権相談を行います
▪日時：3月4日㈬　午前10時～正午、
午後1時～3時
▪相談員：人権擁護委員
▪相談内容：人権問題について
▪場所・問　人権啓発センター（ヒュー
レおおいた）〈J:COM�ホルトホール
大分1階　☎576-7593〉

年度末は道路工事を控えます
　2月28日㈮午後10時～4月1日㈬午
前9時の間、国道、県道、市道の工事を
控えます（緊急工事は除く）。
問　◦国管理国道…国土交通省大分河
川国道事務所（☎544-4167）　◦県
管理国道・県道…県大分土木事務所
（☎558-2141）　◦市道…土木管理
課（☎537-5992）

ごみ減量・リサイクル推進
懇談会を実施しています
　集会などに職員を派遣し、ごみの分
別方法や減量方法などを説明します。
▪対象：自治会、老人会、ふれあいサロ
ン、各種団体など
▪申込み・問　希望日のおおむね3週
間前までにごみ減量推進課（☎537-
5687）へ。

市プレミアム付商品券は
期限までに使用してください
▪有効期限：3月1日㈰
▪その他：未使用分の返金・換金は行い
ません。使用可能店舗など詳しくは、
市コールセンター（☎050-3850-
9230）へ。　※受付時間…午前8時
30分～午後5時（土・日曜日、祝日を
除く）
問　商工労政課（☎537-5724）

国民年金保険料を納めることが
困難なときは申請を
　国民年金保険料の納付が困難な場合
は、保険料の免除・猶予制度があります
のでご利用ください。
　なお、免除等の申請は、2年1カ月前
分までさかのぼって行うことができま
す。
▪申請場所：国民年金室（本庁舎1階⑩
番窓口）または各支所、本神崎・一尺
屋連絡所
問　国民年金室（☎537-5617）

子どもの一時預かりに
保育施設のご利用を
　保護者が病気・冠婚葬祭などで一時
的に子どもの保育が必要となる場合に
利用できます。
▪利用日：月～金曜日（祝日を除く）
▪対象：市内に住所を有し、保育所など
に通っていない１歳以上の未就学児
▪申込み：利用日の1カ月～7日前に希
望する保育施設に電話連絡してくだ
さい。
▪その他・問　詳しくは、市ホームペー
ジをご覧になるか、保育・幼児教育課
（☎585-6015）へ。

児童扶養手当をご存じですか
　次の①または②に該当する児童（18
歳に到達して最初の3月31日を迎える
までの人、障がいのある場合は20歳未
満の人）を監護、かつ生計を同じくして
いるひとり親家庭の父または母などの
申請に基づいて支給されます。なお、所
得制限があります。
①両親の離婚や死亡などにより父また
は母と生計が同一でない児童　②父ま
たは母に基準以上の障がいがある児童
※認定請求の時効により対象とならな
い場合もあります。
問　子育て支援課（☎537-5793）

3月は年度末完納促進
強化月間です
　市税・国民健康保険税・後期高齢者医
療保険料・介護保険料などの税・保険料
は、私たちの暮らしを支える貴重な財
源となります。もう一度、納税通知書な
どを確認し、納め忘れているときは早
めに納付してください。病気や経済的
な理由などで納付が困難な場合は、事
前にご相談ください。また、納付の際に
は、便利で確実な「口座振替」をご利用
ください。詳しくは、各担当課へ。
問　◦市税…納税課（☎537-5692）　
　◦国保税・後期高齢者医療保険料…
国保年金課（☎537-5738）　◦介護
保険料…長寿福祉課（☎537-5741）

所有しないバイクや
軽自動車の廃車手続きは
3月31日㈫までに
　軽自動車税（種別割）は、毎年4月1日
現在の所有者に課税されます。所有者
が市外に転出する場合も廃車手続きが
必要です。
◦原動機付自転車（125cc以下）・小型
特殊自動車（農耕用ほか）
▪申告場所：税制課（第2庁舎3階）、各
支所、本神崎・一尺屋連絡所
◦軽自動車（三輪、四輪）
▪申告場所・問　全国軽自動車協会（三
佐五丁目　☎524-0222）
◦二輪（125ccを超えるもの）
▪申告場所・問　大分運輸支局（大州浜
一丁目　☎050-5540-2087）
※必要書類など詳しくは、市ホームペ
ージをご覧になるか、税制課（☎
537-7314）へ。

コレクション展（常設展）の
展示室2の作品が
変わります
▪会期：2月26日㈬～4
月6日㈪
▪テーマ：「生誕210年　
帆足杏雨」
▪主な作品：「雪渓吟鞭
図」「道友歩月図」「渓
山煙雨図」など
▪場所・問　市美術館
（☎554-5800）

お知らせ

帆足杏雨
「雪渓吟鞭図」

暮らしの情報 ▲
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　中
学
生
の
息
子
に
携
帯
電
話
を
買
い
ま

し
た
。
息
子
は
、
す
ぐ
に
使
い
方
に
慣
れ

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
も
の
を
し

た
り
、
無
料
通
話
ア
プ
リ
を
使
っ
て
友
達

と
連
絡
を
取
り
合
っ
た
り
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

　先
日
、息
子
が
、あ
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
最
近
の
様
子
を
話
し
て
く
れ
、初
め
て

知
る
内
容
だ
っ
た
の
で「
お
母
さ
ん
知
ら

な
か
っ
た
。ど
こ
で
知
っ
た
の
」と
聞
く
と
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」と
答
え
ま
し
た
。そ

れ
か
ら
、た
び
た
び
息
子
は
わ
た
し
の
知

ら
な
い
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　あ
る
日
の
夕
食
後
、
夫
が
「
こ
の
人

知
っ
て
い
る
か
」
と
息
子
に
携
帯
電
話
で

写
真
を
見
せ
ま
し
た
。
「
知
っ
て
い
る
」

と
息
子
が
答
え
る
と
、
夫
は
「
あ
る
事
件

の
容
疑
者
な
ん
だ
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

「
え
っ
。
本
当
な
の
？
」
と
息
子
が
驚
い

て
い
る
と
、
「
実
は
う
そ
な
ん
だ
。
で
も
、

本
当
の
こ
と
の
よ
う
に
拡
散
し
続
け
て
い

る
ん
だ
…
。
な
ぜ
、
拡
散
し
た
と
思
う
？

も
し
父
さ
ん
が
う
そ
の
情
報
だ
っ
て
言
わ

な
か
っ
た
ら
…
も
し
お
ま
え
が
こ
の
情
報

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
知
っ
た
と
し
た
ら

…
ど
う
す
る
？
」
と
言
い
ま
し
た
。
息
子

は
何
も
答
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　夫
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
は
便

利
で
、
生
活
に
は
欠
か
せ
な
く
な
っ
た
。

で
も
、
う
そ
の
情
報
も
あ
る
。
面
白
半
分

だ
っ
た
り
、
正
義
感
だ
っ
た
り
、
中
に
は

悪
意
を
持
っ
て
人
を
だ
ま
そ
う
と
し
た
り

す
る
な
ど
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
だ
け
ど
ね
。

た
だ
、
そ
れ
を
何
も
疑
わ
ず
に
信
じ
て
発

信
し
て
し
ま
う
と
、
人
を
傷
つ
け
た
り
、

差
別
を
し
た
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に
加
害

者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
ん
だ
。

さ
っ
き
見
せ
た
情
報
も
う
そ
だ
と
分
か
ら

な
け
れ
ば
、
父
さ
ん
も
加
害
者
に
な
っ
た

か
も
し
れ
な
い
…
。
お
ま
え
に
は
、
そ
う

な
っ
て
欲
し
く
な
い
。
情
報
を
ど
う
受
け

止
め
る
の
か
を
、
そ
し
て
発
信
す
る
に
は

責
任
が
伴
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
情
報

に
向
き
合
っ
て
欲
し
い
…
。
何
か
判
断
に

迷
っ
た
時
は
、
相
談
す
る
こ
と
。
一
緒
に
考

え
る
か
ら
」
と
言
い
ま
し
た
。

　息
子
は
、
大
き
く
う
な
ず
き
ま
し
た
。

わ
た
し
も
学
ば
な
い
と
い
け
な
い
な
と
思

い
ま
し
た
。

情
報
に
向
き
合
う

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、偏
見
を
助
長

し
た
り
、差
別
を
あ
お
っ
た
り
す
る
た
め
の

書
き
込
み
な
ど
が
あ
り
ま
す
。情
報
を
う

の
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、「
こ
れ
っ
て
本

当
？
」と
考
え
て
い
く
姿
勢
が
、わ
た
し
た

ち
す
べ
て
の
人
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人権・同和教育シリーズ 495

人
の
生
き
方
を
考
え
る

問　市民図書館　☎576‐8241

市民図書館からのお知らせ
このコーナーでは、市民図書館が所蔵
している新刊を紹介します。市民図書館（室）は蔵書点検整理のため

休館します
期　　間：３月２日㈪～13日㈮
休館施設：�市民図書館（J：COM� ホルト

ホール大分内）、コンパルホー
ル分館、鶴崎・稙田市民行政セ
ンター各図書室、各地区公民
館図書室

�各校区公民館での予約本の受け取りもこ
の期間中はできません。

※�休館中の本の返却場所…J：COM�ホル
トホール大分北側入口、コンパルホー
ル分館入口、鶴崎・稙田市民行政セン
ターの「図書返却口」、各校区公民館の
「図書返却ボックス」

しあわせなハリネズミ
藤野 恵美：作　小沢さかえ：絵　講談社

友達のいないハリネズミがいました。森の動物たちに
話し掛けられても、背中のハリのようにチクチクした
言葉を使ってしまいます。ある日、この森にもぐらが
引っ越してきます。もぐらと出会い、ハリネズミの気
持ちに変化が…。友達っていいなぁと思える本です。

もの書く人のかたわらには、
いつも猫がいた
角田光代・吉田修一・村山由佳・柚月裕子・保坂和志・
養老孟司：著　河出書房新社

２月22日は日本では猫の日とされています。そ
こで、６人の「もの書く人」と猫のドキュメンタ
リーならぬネコメンタリーを紹介します。猫も
人と同じ、みんなそれぞれ顔や性格が違ってい
ることがこの本を読むと分かります。猫が与え
てくれるものを感じてみませんか。
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